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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成30年6月14日(2018.6.14)

【公表番号】特表2017-517388(P2017-517388A)
【公表日】平成29年6月29日(2017.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2017-024
【出願番号】特願2016-567187(P2016-567187)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/889    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  15/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   5/333    (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   23/889    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   37/04     １０２　
   Ｂ０１Ｊ   37/08     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   37/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ   15/46     　　　　
   Ｃ０７Ｃ    5/333    　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の鉄化合物、少なくとも１種のカリウム化合物および少なくとも１種の
セリウム化合物を含む脱水素化触媒であって、少なくとも１種の鉄化合物および少なくと
も１種のカリウム化合物は、一般式ＫｘＦｅｙＯｚ［式中、ｘは１から１７であり、ｙは
１から２２であり、ｚは２から３４である］の１種または複数種のＫ／Ｆｅ混合酸化物相
の形で、少なくとも部分的に存在し、触媒は、触媒全体に対して少なくとも２０質量％の
１種または複数種のＫ／Ｆｅ混合酸化物相を含み、１０ｎｍから３０ｎｍの範囲の結晶子
サイズを有する結晶性二酸化セリウムを含む、脱水素化触媒。
【請求項２】
　触媒全体に対して少なくとも４０質量％の１種または複数種のＫ／Ｆｅ混合酸化物相を
含む、請求項１に記載の脱水素化触媒。
【請求項３】
　１２から２５ｎｍの範囲の結晶子サイズを有する結晶性二酸化セリウムを含む、請求項
１または２に記載の脱水素化触媒。
【請求項４】
　１２から２２ｎｍの範囲の結晶子サイズを有する結晶性二酸化セリウムを含む、請求項
１から３のいずれか一項に記載の脱水素化触媒。
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【請求項５】
　Ｆｅ２Ｏ３として算出して、５０から９０質量％の少なくとも１種の鉄化合物、
　Ｋ２Ｏとして算出して、１から３０質量％の少なくとも１種のカリウム化合物、
　ＣｅＯ２として算出して、２から２５質量％の少なくとも１種のセリウム化合物、
　ＭｇＯとして算出して、０．１から１０質量％の少なくとも１種のマグネシウム化合物
、
　ＣａＯとして算出して、０．１から１０質量％の少なくとも１種のカルシウム化合物、
および
　０から３０質量％の少なくとも１種のさらなる成分
を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の脱水素化触媒。
【請求項６】
　さらなる成分として、いずれの場合も最も高い酸化状態にある酸化物として算出して、
０．０００１から１０質量％の、モリブデン、チタン、バナジウムおよびタングステンか
らなる群から選択される金属を包含する化合物から選択される少なくとも１種の化合物を
含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の脱水素化触媒。
【請求項７】
　Ｆｅ２Ｏ３として算出して、５０から９０質量％の少なくとも１種の鉄化合物、
　Ｋ２Ｏとして算出して、１から３０質量％の少なくとも１種のカリウム化合物、
　ＣｅＯ２として算出して、２から２５質量％の少なくとも１種のセリウム化合物、
　ＭｇＯとして算出して、０．１から１０質量％の少なくとも１種のマグネシウム化合物
、
　ＣａＯとして算出して、０．１から１０質量％の少なくとも１種のカルシウム化合物、
　ＭｏＯ３として算出して、０．１から１０質量％の少なくとも１種のモリブデン化合物
、および
　ＴｉＯ２として算出して、１から１０００ｐｐｍの少なくとも１種のチタン化合物
を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載の脱水素化触媒。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の脱水素化触媒を生成するための方法であって、
　ｉ）少なくとも１種の鉄化合物、少なくとも１種のカリウム化合物、少なくとも１種の
セリウム化合物、ならびに任意にさらなる金属化合物、任意にさらなる成分および任意に
少なくとも１種の結合剤を溶媒と混合することにより、触媒予備混合物を生成する工程、
　ｉｉ）工程ｉ）で得られた触媒予備混合物から成形触媒体を生成する工程、
　ｉｉｉ）成形触媒体のか焼を、６００℃から１０００℃の範囲の温度にて、１０分から
３００分の時間行う、成形触媒体を乾燥し成形触媒体をか焼する工程
を含む、方法。
【請求項９】
　工程ｉｉｉ）における成形触媒体のか焼を、６００℃から８５０℃の範囲の温度にて、
１０分から３００分の時間で、または８５０℃から１０００℃の範囲の温度にて、１０分
から６０分の時間で行う、請求項８に記載の、脱水素化触媒を生成するための方法。
【請求項１０】
　工程ｉｉｉ）におけるか焼を、７００℃から８５０℃の温度にて、１５分から９０分の
か焼時間で行う、請求項８または９に記載の、脱水素化触媒を生成するための方法。
【請求項１１】
　工程ｉｉｉ）におけるか焼を、８００から９５０℃の温度にて、１０分から３０分のか
焼時間で行う、請求項８または９に記載の、脱水素化触媒を生成するための方法。
【請求項１２】
　水蒸気および少なくとも１種の炭化水素の混合物を、請求項１から７のいずれか一項に
記載の脱水素化触媒と接触させる、炭化水素の接触脱水素化のための方法。
【請求項１３】
　水蒸気／炭化水素のモル比が１から１０の範囲である、水蒸気および少なくとも１種の
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炭化水素の混合物を使用する、請求項１２に記載の、炭化水素の接触脱水素化のための方
法。
【請求項１４】
　炭化水素がエチルベンゼンである、請求項１２または１３に記載の、接触脱水素化のた
めの方法。
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